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⑸　 城下町松代と 松代道
みち

にみる歴史的風致

ア　 はじ めに

　 松代城は、 北を流れる千曲川を自然の要

害と し て築かれた平城で、 最奥部に本丸を

置き 、 南東側の城下に向けて二の丸、 三の

丸と 呼ばれる曲
く る

輪
わ

を重ねる城郭と なっ てい

る。

　 松代城の始ま り は、 甲斐の武田信玄と

越後の上杉謙信の川中島の合戦（ 1553～

1564）の際に、 永禄３ 年（ 1560）に武田信玄

によっ て築かれた海津城と さ れる。 築城当

初の海津城については、『 甲陽軍鑑』や『 真
し ん

武
ぶ

内
な い

伝
で ん

』（ 享保16年（ 1731））など 後世の編

纂物に二の郭の記述がある一方、 主郭を土

塁と 堀で囲む館程度の城構えであっ たと も

伝えら れており 、 詳細は定かでない。

　 関ヶ 原の戦いの後、 海津城主と なっ た森

忠政によっ て二の丸、 三の丸の整備が行わ

れており 、 本丸土塁が石垣に築造し 直さ れ

たのも こ の頃と 考えら れている。

　 元和８ 年（ 1622）に真
さ な

田
だ

信
の ぶ

之
ゆ き

が上田（ 上田

市）から 移封し 、 松代藩真田家の初代藩主

と なる。 真田家の移封前から 城下町は、 あ

る程度に形づく ら れていたが、 信
の ぶ

之
ゆ き

は上田

から 真田家ゆかり の寺社を松代城下へ移し

て組み込み、 町を再編し ていっ たと 考えら

れている。 その後も 城下町の整備や領内統

治が進むにつれて松代は、 北信濃支配の拠

点と し て重要な役割を担う よう になっ てい

き 、 明治時代の廃藩まで10代、 約250年の

間、 真田家によっ て治めら れた。

　 また、 松代は、 中山道の脇街道である北

国街道（ 北国往還）の宿駅と し て流通の拠点

松代城下町の変遷

（「 松代の民家」（ 昭和45年（ 1970））
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松代城下町の土地利用図（ 文政６ 年（ 1823）頃）

N

有楽町

御厩町

古関屋川
（ 小鮒川）

古千曲川
（ 河川敷）

北国街道松代道

松代城下町の土地利用図（ 文政６ 年（ 1823）頃））

と も なり 、 街道沿いに町人地が広がっ ていき 、 次第に町が南へ広がるにつれて町の発展

と と も に武家や町人の文化が育まれた。
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　（ ア）　 水路と 庭園について

　  　 松代城下町には、 松代城跡や新御殿跡（ 真田邸）、 武家屋敷地等に水路がめぐ り 、

　 泉
せ ん

水
す い

（ 池）をも つ歴史的建造物が残っ ている。

　  　 城下町の水路建設については、 元禄６ 年（ 1693）の「 御家中ノ 町割門付覚」（『 浦野家

　 文書』長野市立博物館蔵）に家中役職と し て、 主に水路普請と 保守管理を任務と する役

　 職の水道奉行が記さ れている。 寛延３ 年（ 1750）の「 城下水道絵図」（『 松代真田家文

　 書』真田宝物館蔵）に、 暗渠か開渠かと いっ た工法は分から ないが、 城下の水路の位

　 置、 分岐点、 汲み出し 口などが描かれている。

　  　 こ の時期の水路は、 松代城に近い上級武家地のみにあり 、 中下級の武家地や町人地

　 に水路が敷設さ れるのは、 江戸時代後期になっ てから である。『 松代真田家文書』の絵

　 図（ 国文学研究資料館蔵、 文政11年（ 1828））から 、 武家屋敷に引き 込んだ水で庭に泉

　 水をつく っ ていたこ と 、 各家の泉
せ ん

水
す い

が水路でつながっ ていたこ と が分かる。

　  　 松代城下町は、 北に位置する松代城や上級武家地が水路の下流にある地形であるこ

　 と から 、 毎年、 水路の水質保全に関する

　 通達が、 水道奉行から 発出さ れている。

　 明和６ 年（ 1769）の家中あて廻
めぐ り

状
じ ょ う

には、

　 水路へ塵
じ ん

芥
か い

不
ふ

浄
じ ょ う

のも のを捨てるこ と 、 洗

　 濯物等を浸し ておく こ と などを禁じ てお

　 り 、 汚れた水が流れ込むこ と がないよう

　 強く 求めている。

　  　 城下町の南の武家屋敷地には、 神田川

　 を水源と する南北の水路網がめぐ っ てお

　 り 、 水路と 並行し て街路が形成さ れてい
武家屋敷の泉

せ ん

水
す い

『 松代真田家文書』

（ 文政11年（ 1828）を リ ラ イ ト ）

泉
せ ん

水
す い

のある庭園
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　 る。 武家屋敷は街路を軸にし て東西で対称的に造成さ れている。

　  　 また、 それぞれの敷地は、 間口より も 奥行が広く 、 蔵や納屋のほか板塀や生垣で区

　 切ら れており 、 来訪者に見えないよう 配慮さ れている。 建物の配置は、 門から 玄関へ

　 のアプローチ空間と し て前庭を設けるこ と 、 門と 玄関の中心をずら し て一直線にし て

　 いないこ と 、 主屋の南側に泉
せ ん

水
す い

のある庭園を配置するこ と 、 最奥に農地を設けるこ と

　 などの規則性が見ら れる。 こ のよう な規則性が、 町家と は異なる武家屋敷地独特の歴

　 史的景観を形成し ている。

　

（ イ ）　 寺社と 商家、 祭礼について

　  　 松代には、 多く の寺社が残っ ており 、 仏像や建造物、 古文書など多く の歴史的資料

　 が見ら れる。

　  　 松代城下町の周辺に位置する西条の清水寺や東条の清
き よ

滝
た き

観音、 皆神山の熊野出速雄

　 神社（ 社摂社侍従大神社拝殿と 随神門が登録有形文化財）などは、 松代城の築城以前の

　 建造である。 また、 寺町の證蓮寺（ 本堂、 聖徳太子堂、 鐘楼、 山門が登録有形文化財）

　 や御安町の蓮乗寺、 龍泉寺などは、 総構と 呼ばれる外郭土塁内に位置し 、 真田家の移

　 封前の慶長年間には現在地に建てら れていたと 伝えら れている。 真田家にゆかり のあ

　 る長国寺（ 真田信弘霊屋および表門が県宝）、 大英寺（ 本堂および表門などが県宝）、 大

　 林寺などは、 総構の外側であるが、 城下町内に位置し ている。

　  　 城下町では、 城の近く に上級武家地、 周辺部に中下級武家地が配置さ れ、 城下町を

　 横断する北国街道松代道沿いに町人地が形成さ れていっ た。 幕末には身分や格式によ

　 る武家地の配置は崩れ、 また、 街道沿い以外にも 町人地が広がっ ていっ た。

武家屋敷の規則性

武家屋敷の構成（ 旧横田家住宅）
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　  　 こ のよう に建造時期が異なる多く の寺社と 、 町の発展と と も に広がっ てき た町人地

　 を中心にし て営まれる祭礼が、 松代の重層的な文化や伝統を生み出し ている。

　（ ウ）　 街道と 宿場について

　  　 中
な か

山
せ ん

道
ど う

追
お い

分
わ け

宿（ 軽井沢町）から 金沢を結ぶ北国街道は、 小諸、 上田、 坂木（ 坂城町）の

　 各宿を通り 、 矢代宿（ 千曲市）を過ぎて二つに分かれる。

　  　 一つは、 松代城下、 川田宿を通り 、 福島宿（ 須坂市）の北の布野の渡し で千曲川を渡

　 り 長沼宿から 牟礼宿（ 飯綱町）に向かう 道であり 、 も う 一つは、 矢代の渡し で千曲川を

　 渡り 、 丹波島宿から 市村の渡し で犀川を越えて善光寺宿から 牟礼宿に至る道である。

　 前者は、 天正11年（ 1583）に上
う え

杉
す ぎ

景
か げ

勝
か つ

が川中島平に進出するために整備し た軍事目的

　 の強い道で、 江戸時代初期まで主要道であっ た。 慶長16年（ 1611）の北国街道の宿駅

　 設定により 、 松代道
み ち

と と も に善光寺道も 公認さ れ、 次第に善光寺を通る道が主と なっ

　 ていっ た。 松代道
み ち

は、 主に犀川の洪水による舟留めのと き の迂回路と し て利用さ れた

　 ため、 雨降り 街道と も 呼ばれていた。

イ 　 建造物

　 水路と 庭園について

　  　 江戸時代から 続く 泉
せ ん

水
す い

と それを結ぶ水路は、 地割や庭園の借景と なる山並みと 一体

　 になっ て良好な城下町の歴史的環境をつく り 出し ている。

　（ ア）　 松代城跡附
つけたり

新御殿跡（ 史跡）

　 　 ａ 　 松代城跡

　 　  　 川中島の合戦の際に甲斐の武田信玄が築城し た海津城は、 戦国の動乱と と も に城

　 　 主が移り 変わり 、 森忠政が城主と なっ た慶長５ 年（ 1600）に待城と 改名さ れた。 次

　 　 の松平忠輝の時に松城と 呼ばれるよう になり 、 元和８ 年（ 1622）に真田信之が上田

　 　（ 上田市）から 移封さ れ、 松

　 　 代藩真田家第三代藩主幸道

　 　 のと き に幕命により 松代城

　 　 と 改名さ れた。

　 　  　 松代城の背後を流れる千

　 　 曲川の洪水により 、 城の修

　 　 復と 千曲川の改修が何度も

　 行われている。 中でも 、 戌

　 の満水と 呼ばれる寛保２ 年 太鼓門

147



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

　（ 1742）の被害は大き く 、 幕府に城普請の許可を求め、 １ 万両の拝借金を許さ れた。

　 こ う し た浸水被害を受ける本丸にかわり 、 江戸時代の中頃から 本丸の南西の花の丸御

　 殿が、 藩主の政務や生活の場と なっ た。

　 　 ｂ 　 新御殿跡（ 真田邸）

　 　  　 新御殿は、 文久２ 年（ 1862）に参勤

　 　 交代の制が緩めら れて妻子等が在国に

　 　 帰るこ と になり 、 第九代藩主幸教の義

　 　 母貞松院の住居と し て、 三の堀南側に

　 　 造 営 さ れ た。 建 物 は、 元 治 元 年

　 　（ 1864） 10月に完成し 、 10月15日に貞

　 　 松院が移っ たこ と が、 棟札や家老日記

　 　 から 判明し ている。

　 　  　 周囲の山々を借景にし た

　 　 新御殿の庭園は、 城下を流

　 　 れる水路を引き 込んだ泉
せ ん

水
す い

　 　 がつけら れ、 水心秋月亭と

　 　 名付けら れている。

『 水心秋月亭図巻』

新御殿跡（ 真田邸）（ 元治元年（ 1864））
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史跡松代城跡附新御殿跡及び史跡旧文武学校の指定範囲
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　（ イ ）　 旧横田家住宅（ 重要文化財）

　  　 横田家は禄高150石の中級藩士で、

　 郡奉行などを勤めた家に当たる。 旧横

　 田家住宅は、 主屋、 表門、 隠居屋、 土

　 蔵（ ２ 棟）の５ 棟が建つ18世紀末の建

　 築で、 中級武士の屋敷地が、 ほぼ完全

　 に保存さ れている。 主屋は寄棟造、 茅

　 葺で、 北側の寄棟に玄関が付く 。 主屋

　 の東側に寄棟造、 茅葺の隠居屋が付属

　 し ているが、 こ れは後に増築し たも の

　 である。

　  　 表門は間口16.4メ ート ル、 奥行6.3メ ート ルの長屋門で切妻造、 桟瓦葺で、 左右の

　 長屋に窓が付いている。 主屋の南には泉
せ ん

水
す い

を有する庭園があり 、 その南に畑地が広

　 がっ ている。

　（ ウ）　 大英寺本堂（ 県宝）

　  　 大英寺は、 真田信之が夫人大蓮院殿

　 英誉皓
こ う

月
げ つ

大禅定尼（ 小松姫）の菩
ぼ

提
だ い

のた

　 め に 建 て た 寺 で あ る。 元 和 ６ 年

　（ 1620） ２ 月 没 後、 上 田 城 下 に 建 立

　 し た が、 松代への移封後の寛永元年

　（ 1624） に 現 在 の 地 に 建 て た。 本 堂

　 は、 間口５ 間、 奥行５ 間、 入母屋造桟

　 瓦葺の建物である。 元来、 大蓮院の

　 霊屋で万年堂と いっ たが、 明治５ 年

　（ 1872）に寺が焼けたため、 霊屋を本

　 堂と し た。 境内の南側に湧水と 庭園が残り 、 下流の泉
せ ん

水
す い

に供給さ れる水源と し て機能

　 し ている。

旧横田家住宅

（ 重要文化財、 18世紀末）

大英寺本堂

（ 県宝、 寛永元年（ 1624））
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　（ エ）　 泉
せ ん

水
す い

路

　  　 水路は、 道路に面するカ ワと 屋敷地の背割り

　 を流れるセギに大別さ れる。 カ ワは、 江戸時代

　 は道路の中央を流れていたが、 大正時代末期頃

　 に道路ぎわに移さ れ、 その後コ ンク リ ート 溝化

　 が進んだ。 セギは、 主に武家屋敷裏地の菜園に

　 利用さ れているも のだが、 松代では、 セギから

　 分化し て各戸の庭園の泉
せ ん

水
す い

と 泉
せ ん

水
す い

を結ぶ独自の

　 水路形態が発達し ており 、 こ の水路は泉
せ ん

水
す い

路と

　 呼ばれている。

　  　 松代の庭園の泉
せ ん

水
す い

は、 鑑賞目的以外に、 食器

　 の洗浄や洗面、 防火用水、 夏の散水、 冬の雪落

　 と し などの生活用水と し ても 利用さ れていた。

　 また、 文化・ 文政期（ 1804～1830）以降、 泉
せ ん

水
す い

　 での真鯉の飼育行われ、 製糸業の最盛期には、

　 剰余のサナギをえさ と する養鯉業を営むも のが

　 増加し た。

　  　 平成23年度（ 2011）の信州大学農学部による

　 調査では、 松代地区内に185箇所確認さ れてお

　 り 、 現在も 泉
せ ん

水
す い

は、 菜園や散水等に利用さ れて

　 いる。

松代の水路網の模式図

泉
せ ん

水
す い

路
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松代の泉
せ ん

水
す い

路網と 文化財

0 220 440 660 880110
メートル

0049199 牧野　健一 まちづくり課　

023/09/26  15:49:04

都市計画課（まちづくり課）向け地図情報です。

0 200m  

N

有楽町

小鮒川

松代城跡

新御殿跡（ 旧真田邸）

旧文武学校

旧樋口家住宅

旧白井家表門

矢沢家の表門

旧松代藩鐘楼

松代藩主真田家墓所

長国寺開山堂

真田信之霊屋

真田信弘霊屋

旧前島家住宅

大英寺本堂

旧横田家住宅

寺町商家

高義亭

佐久間象山宅跡

伝統環境保存区域

＜凡例＞

表示 内　　　容

中心市街地活性化区域

池（泉水）・堀

水路（カワ・セギを含む）

市伝統環境保存区域

国指定文化財

登録有形文化財・登録記念物

県指定文化財

市指定文化財

表示 内　　　容

中心市街地活性化区域

池（泉水）・堀

水路（カワ・セギを含む）

市伝統環境保存区域

国指定文化財

登録有形文化財・登録記念物

県指定文化財

市指定文化財

水路と庭園にみる城下町の歴史的風致
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　 寺社と 商家について

　  　 寺社や商家などの歴史的建造物が残る城下町で行われる祭礼に、 かつての城下町の

　 賑わいをみるこ と ができ る。

　（ オ）　 玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社（ 登録有形文化財）

　  　 玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社の創建年代は

　 不明であるが、 江戸時代初期の

　 厨子様神
み こ し

輿が奉納さ れている。

　 また、 江戸時代に描かれた『 川

　 中島合戦図』（ 個人蔵）に、 神社

　 が中世末の東条尼飾城の麓にま

　 ちなみと と も に記さ れている。

　  　 現在の玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社は、 天

　 王山を背にし た傾斜地に位置

　 し 、 中央に拝殿、 奥部に本殿が

　 配置さ れる。 本殿は、 安永２ 年

　（ 1773）の上棟を記す棟札が残り 、 間口３ 間、 奥

　 行２ 間で、 ３ 間の向拝が付く 。 建物の角柱は舟肘

　 木の簡素な造り で、 天井は棹縁天井、 北側中央部

　 に神棚を祀る。

　  　 拝殿は、 棟札に嘉永７ 年（ 1854）再建と あり 、

　 北側に祝
の り と

詞殿と 呼ばれる上段の間がある。 拝殿と

　 祝
の り と

詞殿の屋根は一体と なっ ており 、 互いの入母屋

　 棟が直角に交差し ている。 拝殿部分は間口３ 間、

　 奥行２ 間、 正面に１ 間の向拝が付き 、 高欄付き の

　 縁が三方に廻さ れている。

　  　 神社に奉納さ れる漆
う るし

地
じ

彩
さ い

色
し き

装
そ う

神
み こ し

輿（ 長野市指定

　 有形文化財（ 工芸品））は、 屋根から 框
かまち

までほぼ全

　 面が黒漆塗り で、 細部は朱漆（ 弁柄漆）、 金箔など

　 で丁寧な装飾が施さ れている。 神輿の三壁は、 朱漆で図様が施さ れており 、 左壁に雲

　 中飛麒麟、 裏壁に竹林に虎、 右壁に山中の象が描かれている。 収蔵庫には、 嘉永５ 年

　（ 1852）に造ら れた神
み こ し

輿も ある。

玉依比売命神社（ 登録有形文化財、 安永２ 年（ 1773））

漆
う る し

地
じ

彩
さ い

色
し き

装
そ う

神
み こ し

輿

（ 長野市指定有形文化財（ 工芸品）、

江戸時代前期（ 17世紀後半））
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　（ カ ）　 八田家住宅（ 登録有形文化財）

　  　 八田家は、 江戸時代は松代藩の御用商

　 人を務め、 明治時代以降も 豪商と し て栄

　 えた。 木造二階建の主屋は、 墨書から

　 明治30年（ 1897）に建てら れたこ と が分

　 かる。 長土蔵、 呉服屋土蔵、 塀、 表門も

　 ほぼ同時期の築造と 推定さ れるが、 大土

　 蔵は江戸時代末期のも のと いわれる。

　  　 主屋は１ 階に竪格子、 ２ 階に出格子を

　 嵌めた意匠と 白漆喰の外壁が商家ら し い外観を作り 上げている。 主屋の東に建つ大土

　 蔵は間口７ 間、 奥行４ 間の規模で、 切妻造、 桟瓦葺の二階建で、 開口部は正面南側妻

　 壁のみに設け、 １ 階を両開戸、 ２ 階を片開窓と し 、 それぞれ庇を張り 出し ている。

　  　 敷地中央の土蔵は呉服屋土蔵と 呼ばれ、 間口５ 間、 奥行２ 間半規模の土蔵造二階建

　 の建物であり 、 切妻造、 桟瓦葺で、 正面入口上部に庇を差し 掛ける。 外壁は白漆喰仕

　 上げで、 東面平壁に各階それぞれ２ つの窓を設ける。

　  　 長土蔵は、 敷地北西隅から 東西に延びる間口20間、 奥行２ 間規模の土蔵造平屋

　 建、 切妻造桟瓦葺である。 道路に面し て簡素な揚窓を１ つ見せるだけの簡素な造り

　 で、 外壁は中塗仕上げである。

　  　 表門は、 主屋の南に道路から 後退し て建ち、 切妻造、 桟瓦葺の腕木門で、 太い門柱

　 を用いている。 門の両脇に切妻屋根を置く 袖塀が取付き 、 さ ら に上部に忍び返し を付

　 けた羽目板張の塀が延び、 豪商屋敷の表構えを伝えている。

　（ キ）　 寺町商家（ 旧金箱家住宅）（ 長野市指定有形文化財（ 建造物））

　  　 金箱家は、 明治時代に質屋等を営んで

　 いた。 敷地は、 大規模な土蔵や複雑に入

　 り 組む主屋や店舗など、 複数の歴史的建

　 造物で構成さ れている。 現存する主屋や

　 店舗、 土蔵の一部は、 明治23年（ 1890）

　 の絵図に記さ れており 、 主屋の一部は、

　 明治26年に改築、 質蔵は明治28年、 表

　 門（ 薬医門）は明治29年に完成し 、 現存

　 する建造物と 庭園の景観は、 明治時代中

　 期にはほぼでき あがっ たと 推察さ れる。

　 その後の増改築や蔵の新築を経て、 大正時代に現在の姿になっ たと 考えら れている。

八田家住宅（ 登録有形文化財、 明治30年（ 1897））

寺町商家（ 旧金箱家住宅）

（ 長野市指定有形文化財（ 建造物）、

明治時代～大正時代）
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　（ ク ）　 祝
ほおり

神社本殿、 拝殿（ 登録有形文化財）

　  　 本殿は、 文化９ 年（ 1812）に建てら れた銅板葺の

　 二間社流造で、 縁及び浜床を高く と り 、 均整のと れ

　 た外観である。 脇障子に唐獅子を表し 、 向拝中備の

　 龍や木鼻の象など、 各所に彫物をあし ら い華やかに

　 飾っ ている。

　  　 拝殿は、 文化12年（ 1815）に建てら れたも ので、

　 入母屋造、 桟瓦葺、 妻入の社殿である。 鬼瓦には、

　 真田家の家紋の六
む つ

連
れ ん

銭
ぜ ん

が表さ れている。

　 宿場について

　  　 川田宿は、 松代城下から 北東２ 里（ 約７ キロメ ート ル）に位置する。 江戸時代前

　 期は、 千曲川沿いに宿場が形成さ れていたため水害を受けるこ と が多く 、 元文４ 年

　（ 1739）に南へ約200間（ 約364メ ート ル）移動し た。

　  　 宿場の道筋は、 北に開かれたコ の字状で、 現在も その地割が鮮明に残っ ている。 宿

　 場は、 上横町、 本町、 下横町から なり 、 上横町の街道入口には、 松代藩の口留番所が

　 置かれ、 千曲川を渡る関崎の渡し や隣接する須坂藩と の間で往来する人や荷物の改め

　 を行っ ていた。

　（ ケ）　 西澤家

　  　 西澤家は、 宿場の中央に位置し 、 本陣と 問屋を務めた。 主屋は、 明治２ 年（ 1869）

　 の火災で焼失し たが、 明治30年代に再建さ れた。 西澤家には、 松平加賀守、 松代藩

　 主、 須坂藩主、 測量で訪れた伊能忠敬が立ち寄っ た記録が残っ ている。

　  　 街道沿いの隣地に高札場があり 、 そこ から 西向きに眺望し た景観は、 長屋門入口を

　 中心に土蔵造り の二棟の建物が、 連続する山並みのよう な姿を形づく っ ている。

祝
ほお り

神社拝殿

（ 登録有形文化財、 文化９ 年（ 1812））

西澤家（ 明治30年代）
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　（ コ ）　 北村家住宅（ 登録有形文化財）

　  　 北村家の主屋は、 明治20年（ 1887）の

　 建築で、 木造二階建、 瓦葺である。 土塗

　 り 壁と 黒く 塗ら れた下見板、 腰板、 外壁

　 の２ つの土蔵を連絡し た長屋門が街道に

　 面し て建っ ている。 主屋は、 大正中頃か

　 ら 郵便局舎と し て使われ、 切妻状のむく

　 り 屋根が残る。 長屋門の西側土蔵壁面に

　 扉があり 、 門内部は倉庫と し て利用さ れ

　 ていた。

　（ サ）　 町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社

　  　 町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社は、 諏訪明神、 建
た け

御
み

名
な

方
かたの

命
みこ と

　 を祭神と し ており 、 明治９ 年（ 1876）に

　 諏訪宮から 改称し た。 南側の山を背にし

　 た傾斜地に本殿、 祝
の り

詞
と

殿、 拝殿が直線に

　 並び、 参道の東側に弥
や

栄
さ か

社、 神庫、 社務

　 所（ 町川田第二公民館）が配置さ れて

　 いる。 境内に文政８ 年（ 1825）に大本願

　 から 寄進を受けた灯籠が立ち、 弘化４ 年

　（ 1847）の善光寺地震で石造鳥居が倒壊し たこ と が、 往時の日記に記さ れている。

　  　 現在の建物は、 大正７ 年（ 1918）に再建さ れ、 境内入口に神社再建の石碑がある。

　 また、 拝殿には、 屋根の葺き 替えを記し た昭和17年（ 1942）の棟札があり 、 その後、

　 茅葺屋根の上に鉄板葺を施し たも のと 考えら れている。

ウ　 活　 動

　（ ア）　 河川愛護

　  　 松代を流れる河川は、 南側に位置す

　 る急峻な山地を源流と し ているため、

　 上流域で大雨に遭う と 中流から 下流域

　 にある市街地で氾濫し 、 人家や農作物

　 に大き な被害を及ぼすこ と があっ た。

　  　 昭和33年（ 1958）、 昭和34年（ 1959）

　 に相次いで大水害に見舞われたこ と を

北村家住宅

（ 登録有形文化財、 明治20年（ 1887））

町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社（ 大正７ 年（ 1918））

昭和30年代の河川改修
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　 契機に、 昭和35年（ 1960） 12月に松代

　 町河川愛護会が組織さ れ、 水害の未然

　 防止を目的と し た河川環境の保全と 河

　 川愛護思想の普及のための活動が行わ

　 れている。

　  　 愛護会は、 松代町の全戸が会員と な

　 り 、 地域の河川は地域で守ると の考え

　 の下、 日ごろ から 河川の状況を知るこ と が危険箇所の早期発見につながるこ と から 、

　 河川清掃、 草刈やパト ロール、 改修や修繕箇所の要望と り まと め等を行っ ている。 ま

　 た、 50年以上にわたる河川愛護の活動が評価さ れ、 平成23年（ 2011）に公益社団法人

　 日本河川協会の第13回日本水大賞の市民活動賞を受賞し た。

　  　 現在も 地域住民を主体と する草刈作業等の維持管理が行われている。 また、 水辺の

　 生態系生物を学ぶ場と し て、 松代町内の小学生を対象と し た年２ 回の学習会や、 児童

　 によるカ ジカ の放流、 調査への協力も 行っ ており 、 世代を超えて河川を愛する心が育

　 まれている。

　（ イ ）　 祇園祭

　  　 祇園祭は、 素
す

戔
さ の

嗚
お の

尊
みこ と

を祭神と する京都の八坂神社

　 の例祭で、 天王祭と も 呼ばれている。 松代では、 古

　 く から 町衆が中心と なっ て玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社に祀ら れ

　 ている牛頭天王（ 素
す

戔
さ の

嗚
お の

尊
みこ と

と 同体と さ れている。）を

　 迎える祭が行われてき た。 現在は、 ７ 月中旬に行わ

　 れている。

　  　 松代の町人地は、 馬喰町、 紙屋町、 紺屋町の上三

　 町、 伊勢町、 中町、 荒神町の本町三町、 肴町、 鍛冶

　 町の脇二町を合わせて町八町と 呼ばれ、 城下町の北

　 国街道松代道沿いに形成さ れていた。

　  　 町人地には、 明治24年（ 1891）の火災によっ て多

　 く の建造物が焼失し たも のの、 荒神堂（ 登録有形文

　 化財）の屋根鬼瓦の中に弘化２ 年（ 1845）に葺き 替えたこ と を記す木札が、 また、 祝
ほおり

神

　 社（ 本殿と 拝殿が登録有形文化財）の拝殿に文化・ 文政期（ 1804-1830）に奉納さ れた額

　 が残っ ており 、 焼失をまぬがれた江戸時代の建築物が残っ ている。

　  　 松代の祇園祭の起源は不明であるが、 江戸時代の祭り の様子が、『 松代天王祭図巻』

　（ 三村晴山筆、 真田宝物館蔵、 江戸時代）に描かれている。 絵巻には、 町ごと に笠鉾や

荒神堂

（ 弘化２ 年（ 1845）、 登録有形文化財）

河川の草刈り 作業の様子
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　 飾り 物、 狂言、 花担ぎ踊り などのほか、 朝鮮通信使をまねた集団も 見ら れ、 町屋の

　 松
ま つ

葉
ば

桟
さ

敷
じ き

から 祭り を見物する武士の姿も 描かれている。 文化５ 年（ 1808）の松代藩士

　 鎌
か ん

原
ば ら

桐
ど う

山
ざ ん

による『 朝陽館漫筆』に、 中町、 伊勢町の両町が舞台を出し 、 鍛冶町、 荒神

　 町、 紺屋町、 紙屋町は、 山車あるいは太神楽獅子舞を行っ たと 記さ れている。

　 　 ａ 　 天王下ろ し

　 　  　 天王下ろ し と は、 玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社に祀
ま つ

ら れている祭神の牛頭天王を町人地に移し

　 　 て迎え入れる行事のこ と である。

　 　  　 玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社から 町人地に入り 、 八田家住宅や松下家住宅（ 登録有形文化財）、

　 　 杭
く

全
ま た

家住宅（ 登録有形文化財）などの商家が残る北国街道松代道に沿っ て、 紺屋町、

　 　 伊勢町、 荒神町、 中町の会所を回り 、 祭神を祝
ほおり

神社に安置する。

　 　  　 こ れまでは、 神官や氏子総代と 行列をつく っ て威勢のよい掛け声と と も に神
み こ し

輿を

　 　 担いでいたが、 令和５ 年（ 2023）の天王下ろ し は、 新型コ ロナウイ ルス感染症の影

　 　 響があり 、 祭神を自動車に載せて行われた。

　 　 ｂ 　 勢
き おい

獅
じ

子
し

（ 長野市指定無形民俗文化財）

　 　  　 祭神を迎えると 、 中町の神
み こ し

輿や伊勢町の勢
き おい

獅
じ

子
し

が北国街道松代道
み ち

に沿っ て城下町

　 　 を練り 歩く 。

　 　  　 伊勢町の勢
き おい

獅
じ

子
し

は、 明治40年

　 　（ 1907）頃に始まっ たと いわれ、 昭和

　 　 ８ 年（ 1933）に市内の権堂町の応援を

　 　 得て大獅子を製作し たこ と が当時の写

　 　 真裏書に記さ れており 、 以降、 松代の

　 　 祇園祭の名物と なっ ている。

　 　  　 伊勢町の勢
き おい

獅
じ

子
し

は、 権堂町の勢
き おい

獅
じ

子
し

　 　 の伝統を最も 色濃く 引継ぎ、 四
し

丁
ち ょ う

目
め

、

　 　 屋台、 正
し ょ う

天
て ん

、 つく まく づし 、 野崎く づ 城下町を 練り 歩く 勢
き お い

獅
じ

子
し

『 松代天王祭絵巻』（ 三村晴山筆、 真田宝物館蔵）
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昭和８ 年（ 1933年）の勢
き おい

獅
じ

子
し

の写真と その裏書（ 個人蔵）

　 　 し の５ 曲を舞う 。 大獅子が眠り から 覚め、 お囃子に合わせて蝶を追いかけて走るさ

　 　 まや、 あく びのよう に大口を開けたり 静かに閉じ たり する演技は、 勢
き おい

獅
じ

子
し

にふさ わ

　 　 し いダイ ナミ ッ ク であり ながら も 繊細さ を表し ており 、 芸の見せ場である。

　 　  　 祇園祭の本祭が終わると 、 各町の氏子総代が祭神を玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社に戻し て天王

　 　 上げと なり 、 祇園祭の一連の行事が終わる。

µ

0 220 440 660 880110
メートル

00049199 牧野　健一 まちづくり課　 2023/09/26  15:59:50

全庁向け地図情報です。

0 200m  

N

八田家住宅

荒神堂

松下家住宅

祝神社

杭全家住宅

有楽町

玉依比売命神社

表示 内　　　容

町屋範囲（江戸時代）

神輿巡行（天王下ろし）

神輿巡行（天王上げ）

国指定文化財

登録有形文化財・登録記念物

県指定文化財

市指定文化財

＜凡例＞

祇園祭の天王下ろ し と 天王上げの順路
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　 　 ｃ 　 大
お お

門
も ん

踊り（ 長野市指定無形文化財）

　 　  　 絵巻に細かく 描かれた姿から 、 江戸時代、 祇園祭の最後に松代城の大御門前で

　 　 大
お お

門
も ん

踊り が踊ら れていたこ と が分かる。

　 　  　 大
お お

門
も ん

踊り は、 古く から 伝承さ れる民俗芸能で、 伊勢踊り や謡曲が組み合わさ り 、

　 　 豊年踊り や雨乞い踊り の要素も 含んでいる。 踊り は、 肴
さ かな

町御先踊り と 七ヶ 町踊り の

　 　 二部から なり 、 男性は謡、 地唄、 笛が二人ずつ、 小
こ

鼓
つづみ

、 大
お お

鼓
つづみ

、 太鼓、 く どき 、 天狗

　 　 がそれぞれ一人と 女性の踊り 子十数人で構成さ れる。

　 　  　 現在、 大
お お

門
も ん

踊り は、 祇園祭で見ら れるこ と はないが、 松代城跡の春と 秋の祭事に

　 　 踊ら れている。

　（ ウ）　 火　 防

　 　 ａ 　 秋葉山祭り

　 　  　 川田宿では、 火防意識が高く 、 火
ひ

防
ぶ せ

の神である秋葉信仰が現在も 色濃く 残っ てい

　 　 る。 宿場の本町の両端に建つ秋葉社は、 長大な自然石の中に一本の柱を埋め込み、

　 　 その上に龍の透かし 彫り などの精巧な意匠を施し た欅製のも ので、 善光寺山門の造

　 　 営にも 参加し た郷土の名工、 亀原和田四郎の作と 伝えら れている。

　 　  　 秋葉山祭り は、 毎年春と 秋に行われる。 共
き ょ う

楽
ら く

社
し ゃ

（ 上組）と 祭
さ い

典
て ん

連
れ ん

（ 下組）と 呼ばれる

　 　 若衆組が中心と なり 、 上組、 下組の２ 箇所の秋葉社の前にやぐ ら を組み秋葉山大権

　 　 現の幟を立てる。

　 　  　 かつては、 毎年の秋祭り になると 互いに総門（ 灯籠門）を造り 、 出来栄えを競い

　 　 合っ ていたが、 近年は高齢化により 、 数え年で７ 年ごと の町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の際

　 　 に併せて設置さ れている。

大
お お

門
も ん

踊り『 松代天王祭絵巻』 大
お お

門
も ん

踊り
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　 　 ｂ 　 町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

　 　  　 令和４ 年（ 2022）に予定さ

　 　 れていた町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

　 　 は、 新型コ ロナウイ ルス感染

　 　 症の影響で中止と なっ たた

　 　 め、 こ こ では、 平成28年

　 　（ 2016）に行われた御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の

　 　 内容を記載する。

　 　  　 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の一週間前になる

　 　 と 、 寄進さ れた長さ 約20

　 　 メ ート ルの杉の大木２ 本を氏

　 　 子数十名で伐採し 、 山出し が

　 　 行われる。 御
お ん

柱
ばし ら

は、 氏子総代によっ て選ばれた上組、 下組の宿主宅前にし め縄を

　 　 張っ て安置さ れる。

　 　  　 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

当日の早朝に各宿主宅前で神前祭を行い、 里曳き の出発場所まで御柱を曳
え い

　 　 行する。 午前10時を過ぎて２ 本の御柱が整う と 、 盛大な里曳き がはじ まる。

町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

（ 昭和7年（ 1932））

総門（ 灯籠門）秋葉社（ 左が上組、 右が下組）
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　 　  　 里曳きは、 ラ ッ パ隊、 大麻を持つ氏子総代、 神官、 宿主等に続き 、 共楽社と 祭典

　 　 連の若衆組が、 壱之柱（ 上組）、 弐之柱（ 下組）を道路の端までいっ ぱいに左右に振り

　 　 ながら 曳いていく 。 その後に、 奉納者の小学生の男子が乗っ て御
ご

供
く

餅
も ち

を振り まく 御

　 　 供俵、 富
と み

札
ふ だ

をまく 富の山車、 笛や太鼓の道
ど う

中
ち ゅ う

囃
ば や

子
し

神
か ぐ ら

楽が続き、 子供神
み こ し

輿が最後を飾

　 　 る。

　 　  　 勇壮な木遣り やラ ッ パが響く 中、 宿場に入り 、 下組、 上組それぞれの秋葉社の前

　 　 に設置さ れた舞台で神
か ぐ ら

楽を奉納し た後、 木遣り が唄われる中、 町
ま ち

川
か わ

田
だ

神社で御柱を

　 　 建立し て御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

は終わり を迎える。

左右に振り ながら 御
お ん　 ばし ら

柱を曳く

（ 紺色の法被が壱之柱、 赤色の法被が弐之柱）

富
と み

札
ふ だ

を まく 山車

御
お ん　 ばし ら

柱の建立
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御柱の曳航順路（ S= 1:10,000）

µ

0 140 280 420 56070
メートル

00049199 牧野　健一 まちづくり課　

2023/09/26  14:56:53

個人情報を含んだ地図情報です。

0 200m  

山出し のルート

里曳きの出発地点までのルート

里曳きのルート
（ 御柱の行列）

凡例

北国街道松代道

旧町屋範囲

御柱の見立・ 伐採

建御柱

北村家住宅

旧本陣（ 西澤家）

秋葉社（ 下組）秋葉社（ 上組）

総門（ 燈籠門）

総門（ 燈籠門）

町川田神社

北国街道松代道

至 松代

弐之柱の宿（ 下組）

壱之柱の宿（ 上組）

里曳きの出発地点
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町
ま ち

川
か わ

田
だ

火
か

防
ぼ う

組
く み

合
あ い

規約（ 大正５ 年（ 1916））

　 　 ｃ 　 火
か

防
ぼ う

組
く み

合
あ い

　 　  　 川田宿のある町川田区では、 火
ひ

防
ぶ せ

の秋葉信仰と 併せて、 地域住民により 火
か

防
ぼ う

組
く み

合
あ い

　 　 が古く から 組織さ れていた。 発足当初の資料は少ないが、 資料と し て大正５ 年

　 　（ 1916）の町
ま ち

川
か わ

田
だ

火
か

防
ぼ う

組
く み

合
あ い

規約が残っ ている。

　 　  　 規約には、 遵守事項が17項目あり 、 強風の際はも ちろ んのこ と 、 平素から 火気

　 　 に注意し て就寝の際は見回るこ と 、 養蚕の時期、 祝い事、 葬祭、 味噌仕込み等、 火

　 　 をよく 使う と き は、 必ず番人を置いて残り 火の取扱いに注意するこ と など、 細かく

　 　 注意点を挙げている。

　 　  　 現在も 消防団と は別に町
ま ち

川
か わ

田
だ

火
か

防
ぼ う

組
く み

合
あ い

が組織さ れて全戸が輪番で当番を受け持つ

　 　 夜警活動を続けている。 火災の起き やすい乾燥する春先になると 、 複数の家庭が川

　 　 田宿の中心に位置する公民館に集合し たあと 、 宿場の東側と 西側の二手に分かれて

　 　 拍子木の音と も に、 町
ま ち

川
か わ

田
だ

区全域を見回る姿が毎晩のよう に見ら れる。
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µ

0 140 280 420 56070
メートル

00049199 牧野　健一 まちづくり課　

2023/09/26  14:56:53

個人情報を含んだ地図情報です。

0 200m  火防東側のルート

火防西側のルート

凡例

北国街道松代道

旧町屋範囲

北村家住宅

旧本陣（ 西澤家）

秋葉社（ 下組）秋葉社（ 上組）

町川田公民館

町川田神社

至 松代

夜警順路（ S= 1:10,000）
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エ　 まと め

　 真田十万石の松代城下町には、 松代城跡や新御殿跡、 武家屋敷地等に水路がめぐ っ て

おり 、 泉
せ ん

水
す い

（ 池）のある庭園をも つ歴史的建造物が残っ ている。 各戸の泉
せ ん

水
す い

を結び、 松代

城の堀につながる 江戸時代から 続く 水路は、 地割や庭園の借景と なる 山並みと 一体と

なっ て城下町の良好な歴史的環境を創出し ている。

　 また、 真田家ゆかり の寺社、 街道の繁栄をし のばせる商家など歴史的建造物が多く 残

る歴史的まちなみを舞台に行われる祇園祭は、 江戸時代の絵巻物を髣
ほ う

髴
ふ つ

さ せ、 城下町の

風情と 活気を今に伝えている。

　 さ ら に、 松代城下町と 北国街道松代道
み ち

で結ばれる若穂川田地域には、 松代藩領川田宿

が置かれ、 宿場の地割り や秋葉社、 本陣等の歴史的まちなみと 火防信仰、 祭礼と が一体

と なっ て生活に深く 浸透し た風致が見ら れる。

　 そのほか、 松代は、 その地形のため、 たびたび水害に見舞われたこ と から 、 水害の防

止を目的と し た清掃や草刈り など住民主体の河川愛護活動が長く 行われている。

　 加えて、 地域住民が主体と なり 、 建造物や祭礼などの地域資源を活用し てまち歩き 観

光の冊子やパンフ レッ ト の発行、 ガイ ド 活動、 講座の開催など地域の歴史や文化を守り

伝える取り 組みが行われているほか、 松代地区では毎年まつし ろ景観賞を開催し て歴史

的なまちなみに調和する建造物を顕彰し ている。

　 こ のよう に、 城下町松代を中心と し て、 松代と と も に発展し た街道の宿場にも 、 長き

にわたり 受け継がれてき た良好な歴史的風致を見るこ と ができ る。

川田宿ガイ ド の会の活動の様子
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松代城下町と 松代道にみる 歴史的風致範囲図（ S= 1/40,000）

 

高井大室神社

名立神社

町川田神社

旧本陣 ( 西澤家 )

善徳寺

東光寺

名真寺

大日堂

実相院

清水寺
西楽寺

中村神社

法泉寺

乾徳寺

長明寺

福徳寺

萬法寺

真勝寺

西念寺

浄福寺

大信寺
離山神社

恵明寺

風雲庵

大宮神社

招魂社

竹山稲荷社

荒神堂

願行寺
蓮乗寺 龍泉寺

孝養寺

證蓮寺

大林寺
本誓寺

開善寺

清滝観音堂

清滝阿弥陀堂

象山神社

北村家

祝神社

梅翁院

玉依比売命神社

大鋒寺真田信之霊屋

矢沢家表門

高義亭

寺町商家

白鳥神社

舞鶴山 1･2 号墳

竹原笹塚古墳

石幢 ( 笠仏 )

旧松代藩鐘楼

旧樋口家

旧白井家 長国寺開山堂

旧前島家

佐久間象山宅跡

大英寺

開善寺経蔵

熊野出速雄神社
林正寺

真田信弘霊屋
菅間大塚古墳

松代城跡真田邸

旧文武学校 真田信之霊屋

旧横田家住宅

真田信重霊屋

松代藩主真田家墓所

高井大室神社

町川田神社

旧本陣 ( 西澤家 )

善徳寺

東光寺

名真寺

実相院

清滝観音堂

清滝阿弥陀堂

北村家

玉依比売命神社

竹原笹塚古墳

石幢 ( 笠仏 )

熊野出速雄神社

菅間大塚古墳

国指定文化財

県指定文化財

市指定文化財

登録有形文化財

寺社建造物等

凡例

※美術工芸品、 無形文化財、

　 民俗文化財を 除く

伝統環境保存区域

北国街道松代道

歴史的風致

0 1 2 ㎞
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　 神々の宿る霊山と し て、 また山岳信仰（ 修験道）の霊場と し ても 信仰さ れてき

た皆神山には、 たく さ んの不思議な話が伝えら れています。

　 例えば、 田丸の殿様の鷹狩り に大天狗が現れて、「 皆神山で殺
せ っ

生
し ょ う

は許さ ない

ぞ！」と 叱ら れた話（ 慶長期）、 真田の殿様が家来に命じ 、 山頂寺院に祀ら れて

いた侍
じ

従
じ ゅ う

坊
ぼ う

木像の着物を無理やり 借用し たこ と で、 その祟
た た

り と し て城下に大火

を引き 起こ し てし まっ た話（ 寛文期）、 修行僧たちの野荒し をキツネの仕業にし

て、 キツネの詫
わ び

証
じ ょ う

文
も ん

をこ し ら えた話などが伝えら れています。

　 さ ら に大正期に入ると 、 天
あ ま

照
てら す

大
お お

神
みかみ

御
ご

陵
り ょ う

説
せ つ

が刊行さ れ、 そこ から 天
あ ま

の岩
い わ

戸
と

伝説

が派生し 、 昭和末期にはピラ ミ ッ ド 説まで唱えら れるなど、 特徴的な山容を備

える皆神山は、 幾多の伝承や諸説に彩ら れた地と し て、 知ら れています。

【 松代の伝説】

数々の神秘に包まれた皆神山

COLUMN
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